
　学び・育ちに困難を抱える
子どもの良さを引き出すヒント

１講演：不登校の子どもの声と大人の気持ち　　
　『不登校時代の私にささげたい大人の言葉と眼差し』　

　不登校経験者　公務員　鈴村 結さん

２講演：子どもの心とからだの理解と医療
　『思春期外来で出会うビミョーな子どもたち』

　市立旭川病院　精神神経科　統括診療部長　武井 明さん

３学びの困難とICT活用・合理的配慮　文科省・大学入試センターの伝達等：栗原南海子

４座談会　講演講師がご質問にお答えし意見交換します。

１１月２４日（日）
13：15～16：00 (12:45 受付）

参加
無料

主催：不登校・発達障害・繊細さと共にある家族交流会　【家族サポートgem】   　　　
後援：北海道空知総合振興局、北海道教育庁空知教育局、岩見沢市教育委員会、南空知精
神保健福祉協会、岩見沢市社会福祉協議会、こころのリカバリー総合支援センター、北海道フ
リースクール等ネットワーク

【申込方法】右記QRコードのGoogleフォーム申込　〆切　１１月２０日（定員〆切）＊空席あれば当日来場参加可能　

    （問合せ先）✉gemcore2023@gmail.com  くりはら　＊問合せは前日までにお願いします。

　　

   会　　　場：　まなみーる　岩見沢市民会館　　多目的室
　  　　　　　　　　所在地　岩見沢市９条西４丁目１　
   定　　　員：９５名（先着順）　　　対象：教育・児童福祉・医療関係者・関心のある方　

思春期外来を長年にわたって担当。２００９年　日本箱庭療法学会河合隼雄賞受賞。著書
に「子どもたちのビミョーな本音」「ビミョーな子どもたち　精神科思春期外来」（いずれも
日本評論社）など。

 講演会 

小学４年生から不登校になり、通信制高校を経て現在は公務員。子どもは中２長男、小６長女、小３次
男の３人で、ホームスクールという学び方を選択している。子どもが自分で学び方を選べる社会がくる
ことを願い、自身の不登校経験や子どもたちのホームスクールについて発信中。鈴村 結＠ホームス
クーリング実践中｜note


